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新
し
い
年
の
幕
開
け
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
す
か
。 

 

昨
年
は
、
後
世
に
語
り
継
が

れ
る
一
年
で
し
た
。
一
つ
は
、

憲
法
を
平
然
と
壊
す
ア
ベ
独

裁
政
治
の
異
常
さ
、
醜
さ
が
浮

き
ぼ
り
に
な
っ
た
こ
と
。
年
末

の
流
行
語
大
賞
に
「
ア
ベ
政
治

を
許
さ
な
い
」
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
ま
し
た
。
も
う
ひ
と
つ

は
、
主
権
者
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
頭
で
考
え
、
自
分
の
足
で

行
動
し
、
自
分
の
思
い
を
声
に

出
す
“
主
権
者
元
年
”
、
新
し

い
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
生
ま
れ

た
一
年
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。

流
行
語
大
賞
の
も
う
一
つ
の

ノ
ミ
ネ
ー
ト
は
「
シ
ー
ル
ズ
」

で
し
た
。
今
年
は
、
こ
の
主
権

者
の
意
志
で
、
安
倍
政
権
を
追

い
つ
め
、
政
治
を
変
え
る
大
変

革
の
年
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

高
知
と
四
国
に
共
産
党
の

議
席
が
な
く
な
っ
て
１
３
年
。

１
４
年
総
選
挙
で
も
浜
川
ゆ

り
子
さ
ん
が
あ
と
一
歩
の
と

こ
ろ
で
涙
を
飲
み
ま
し
た
。
あ

の
惜
し
さ
を
け
っ
し
て
忘
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
伊
方

原
発
再
稼
働
阻
止
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
撤

退
・
農
林
漁
業
を
守
れ
、
消
費

税
増
税
ス
ト
ッ
プ
、
社
会
保
障

を
充
実
せ
よ
、
戦
争
法
廃
止
・

憲
法
守
れ
―
こ
の
多
数
の
高

知
県
民
、
四
国
住
民
の
願
い
を

届
け
る
議
席
を
な
に
が
な
ん

で
も
奪
還
し
た
い
、
山
原
健
二

郎
故
衆
議
院
議
員
が
３
０
年

守
り
抜
き
、
私
に
引
き
継
が
せ

て
い
た
だ
い
た
庶
民
の
議
席
、

平
和
の
議
席
を
必
ず
取
り
戻

し
た
い
。
こ
の
熱
い
思
い
を
も

っ
て
、
元
旦
か
ら
県
議
団
、
市

議
団
、
三
ヶ
尻
亮
子
選
挙
区
候

補
と
と
も
に
街
頭
宣
伝
に
ダ

ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。（
写
真
） 

国
政
選
挙
１
０
回
目
の
挑

戦
で
す
が
初
心
に
戻
り
、
新
鮮

に
情
熱
的
に
歴
史
的
選
挙
を

た
た
か
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

お
正
月
に
増
え
た
家
族
全

員
が
須
崎
市
上
分
の
義
母
の

実
家
に
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。 

主
役
は
初
孫
将
人
君
と
長
男

の
フ
ィ
ア
ン
セ
。
だ
っ
こ
す
る

と
泣
き
出
す
将
人
君
、
人
見
知

り
が
始
ま
っ
て
じ
い
じ
は
少

し
悲
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
つ

た
い
歩
き
を
見
せ
て
く
れ
満

足
満
足
。
長
男
の
フ
ィ
ア
ン
セ

は
土
佐
山
田
出
身
で
お
父
さ

ん
は
笹
岡
ま
さ
る
さ
ん
の
同

級
生
。
長
女
の
夫
も
高
知
市
出

身
で
、
お
父
さ
ん
は
民
商
の
会

員
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
岡
田
や

す
し
高
知
市
議
読
者
ニ
ュ
ー

ス
の
愛
読
者
。
そ
れ
ぞ
れ
兵
庫

と
香
川
で
知
り
合
っ
た
の
で

す
が
、
高
知
の
匂
い
、
革
新
的

な
匂
い
に
引
か
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
に
賑
や
か
な
で
幸
せ

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
民
報
読
者
の
み
な

さ
ん
、
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（２
０
１
６
年
１
月
１
０
日
付
） 

 

奥
出
雲
町
議
会
は
こ
の

ほ
ど
、
県
社
会
保
障
推
進
協

議
会
が
提
出
し
た
請
願
「
後

期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減

特
例
の
継
続
を
求
め
る
」
意

見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

し
、
政
府
に
送
付
し
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
の
川
西
明

徳
議
員
が
紹
介
議
員
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。 

 

意
見
書
は
、
今
回
の
保
険

料
軽
減
特
例
の
見
直
し
は
、

低
所
得
者
の
保
険
料
負
担

の
大
幅
な
増
加
に
つ
な
が

る
と
し
、
年
金
の
段
階
的
引

き
下
げ
や
生
活
必
需
品
の

値
上
が
り
な
ど
で
後
期
高

齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
が

極
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ

る
と
指
摘
。
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険

料
軽
減
特
例
を
継
続
し
、
国

が
財
源
確
保
の
う
え
、
恒
久

的
な
制
度
と
す
る
よ
う
求

め
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

（
「
奥
出
雲
町
民
報
」
よ
り
） 

 

大
西
議
員
―
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大

筋
合
意
で
は
、
農
産
物
重
要

５
品
目
の
う
ち
、
３
割
が
関

税
撤
廃
と
な
る
。
大
切
な
こ

と
は
、
価
格
保
障
と
所
得
補

償
の
経
営
安
定
対
策
や
担

い
手
確
保
な
ど
、
す
べ
て
の

農
家
を
対
象
と
し
た
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
構
造
を
つ

く
る
こ
と
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。 

 

農
業
委
員
会
会
長
職
務

代
理
者
―
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合

意
は
誠
に
残
念
。
市
に
対
し

て
１
２
月
末
に
農
業
の
体

質
の
充
実
強
化
な
ど
を
要

請
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

（
「
大
田
民
報
」
よ
り
） 

「
美
郷
・
９
条
の
会
」（
準

備
会
）
は
こ
の
ほ
ど
、
「
戦

争
法
廃
止
の
国
民
連
合
政

府
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
会
を

開
き
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

西
部
地
区
委
員
会
の
向
瀬

慎
一
地
区
委
員
長
が
提
案

を
紹
介
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
、
戦
争
法
廃

止
２
０
０
０
万
署
名
に
取

り
組
む
意
義
や
「
戦
争
法
を

わ
か
っ
て
い
な
い
人
も
多

い
」
な
ど
の
質
問
や
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

向
瀬
氏
は
、
国
民
的
共
同

の
署
名
運
動
で
あ
る
２
０

０
０
万
署
名
を
や
り
遂
げ

る
重
要
さ
や
、
戦
争
法
が
中

国
や
北
朝
鮮
の
脅
威
と
は

関
係
な
い
こ
と
を
丁
寧
に

説
明
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
こ
た
え
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
の
大
平
喜
信

衆
院
議
員
は
１
２
月
２
５

日
、
松
江
市
で
遠
藤
秀
和
党

鳥
取
・
島
根
国
政
対
策
委
員

長
、
尾
村
利
成
、
大
国
陽
介

両
県
議
、
後
藤
勝
彦
県
委
員

長
、
松
江
市
議
団
ら
と
と
も
に

原
発
問
題
で
中
国
電
力
に
申

し
入
れ
ま
し
た
。（
写
真
） 

 

中
電
に
は
、
①
島
根
原
発
再

稼
働
の
断
念
、
②
原
発
周
辺
の

活
断
層
の
徹
底
調
査
、
③
Ｆ
５

５
断
層
（
鳥
取
沖
西
部
断
層
及

び
鳥
取
沖
東
部
断
層
）
と
宍
道

断
層
の
連
動
・
連
続
性
の
徹
底

調
査
、
④
周
辺
自
治
体
と
の
安

全
協
定
締
結
、
⑤
デ
ー
タ
偽
造

問
題
で
の
住
民
説
明
会
の
開

催
を
要
求
し
ま
し
た
。 

 

「
説
明
会
開
催
の
計
画
は
な

い
」
と
す
る
中
電
に
、
大
平
衆

院
議
員
は
「
度
重
な
る
不
正
は

『
安
全
神
話
』
に
浸
か
っ
て
い

る
か
ら
だ
。
唯
一
の
電
力
供

給
源
と
い
う
お
ご
り
、
目
に

余
る
異
常
体
質
が
露
呈
し
た
」

と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。 

 

一
行
は
同
日
、
小
林
淳
一

副
知
事
と
地
方
創
生
問
題
な

ど
で
懇
談
。（
写
真
） 

「
財
政
的
に
自
治
体
に
は

限
界
が
あ
る
」
と
い
う
副
知

事
に
、
大
平
衆
院
議
員
は
「
国

の
予
算
案
は
社
会
保
障
費
を

抑
制
し
て
い
る
。
地
方
創
生

と
い
う
点
で
も
社
会
保
障
充

実
は
大
事
。
党
派
を
超
え
て

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。 

 

昼
休
み
に
は
、
県
庁
前
で

国
政
報
告
会
を
開
き
、
大
平

衆
院
議
員
は
「
戦
争
法
廃
止

と
立
憲
主
義
回
復
へ
、
国
民

連
合
政
府
を
実
現
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

日時：１月３０日（土）１３時３０分～１６時 

場所：朱鷺会館（出雲市西新町） 

内容：各地の取り組みの交流など 

資料代 ５００円 

主催：島根九条の会ネットワーク 


